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(204. 4g)に比べT3区で17%, T 5区で32%, CT 
3区で44%, CT 5区で64%, それぞれ有意に増
加した．従って，同一温度処理区で比較すると
個体バイオマスはCO2濃度1.5倍増により 23%,
＊筑波大学大学院環境科学研究科 社筑波大学生物科学系
2倍増により 25%それぞれ有意に増加した．春
の成長開始時期は昇温により Cont.区(4月15日）
に比べ最大20日(CT5区）有意に早まった．春か
ら初夏にかけてはCT3区とCT5区の個葉の純光
合成速度と水利用効率が顕著に増加した．成長
は昇温とCO2濃度上昇の相乗効果によって促進さ
れ，盛夏には昇温のみのT3区とT5区で成長が
抑制されたが， CT3区とCT5区ではCO2濃度上昇
により夏の昇温による成長抑制効果は緩和され
た．秋以降の気温低下に伴いCO2濃度上昇による
光合成促進効果が馴化し，冬季には反対にCT3 
区とCT5区で純光合成速度が低下した．
以上の結果から， (1)昇温はスダジイの
フェノロジー（生物季節）に影響し，季節により
スダジイの成長に異なって作用すること，
(2) co濃度上昇はスダジイの成長を促進する効
果を持つが， CO2濃度上昇に対する馴化が生じ，
その効果は秋以降にはみられないこと， (3)昇
温とCO2濃度上昇との相互作用がスダジイの成長
に与える影響は季節的に変わることが明らかと
なった
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